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調
逸
中
小
工
業
金
融
機
関
と
し
で
の

F
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相
側
逸
中
小
工
業
金
融
機
関
三
し
て
の

日
ロ
(
]
己

ω可一
σω(リ

「
何
回
{
げ

(
中
)

楠

見

正

第
五

私

活

的

機

関

一
九
二
五
年
潤
逸
を
席
怨
し
た
著
し
い
経
済
的
不
況
は
ア
ァ

y
y
に
於
て
最
も
深
刻
を
極
め
、

業
は
殊
に
金
融
難
を
戚
じ
た
の
で
、
此
の
恐
る
べ
き
妹
態
に
鑑
み
て
、
一
九
二
五
年
十
月
フ
ァ

Y

ツ
の
経
済
政
策

家
、
買
業
家
及
州
の
代
表
者
等
相
集
っ
て
、
プ
ァ

y
y
の
工
業
に
不
動
産
信
用
の
形
に
於
て
長
期
資
金
ぞ
授
輿
せ

し
な
ペ
き
信
用
機
関
を
設
立
せ
ん
事
を
決
議
し
た
。
之
に
基
い
て
設
立
せ
ら
れ
七
も
の
が
即
ち
フ
ァ

Y

ツ
粧
梼
銀

一
九
二
六
年
三
月
十
七
日
、
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C
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H
E
E
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アァ

Y
ツ
の
工

行
で
あ
っ
て
、

な
る
名
輔
の
下
に
葉
の
活
動
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
経
済
銀
行
は
プ
ァ

y

ツ
不
動
産
抵
営
銀
行
可
E
N一

回

n
r
zヨc
Z
5
r
g
r
E
r
に
依
存
し
て
ゐ
る
け
れ

E
色
、
然
し
そ
の
法
的
意
義
は
決

し
て
輩
な
る
不
動
産
抵
営
銀
行
と
し
て
考
ふ
る
事
を
得
な
い
。
経
済
銀
行
の
目
的
は
劃
物
信
用
の
方
法
で
フ
ァ

y

ツ
の
中
小
工
業
及
手
工
業
に
劃
す
る
賛
金
調
達
及
長
期
貸
付
を
行
ふ
に
あ
る
(
定
款
第
四
傑
)
。

比
の
経
梼
銀
行
の
設
立
に
関
し
て
は
、
グ
ア
イ
ス
地
方
圏
瞳
L
混
同
丘
国
間
巾
日
巴
丘
町
・
、
ク
ア
イ
ス
直
接
都
市
門
出
目

ロ

F
z
a当
日
間
国

-
g
p
z
白

岡
山

Fm-ロ
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内
「

m
u
g
s
-
3
m
F
R
B
P
E
R口
、
ァ
ァ
Y
ヅ
艦
梼
に
閥
係
あ
る
信
用
銀
行

ι~町
内
完
全
号

E
W
E
-、
バ
イ

z
y
v
州
立

銀
行
島
町
出
品
目
ユ
田
町
宮
町

S
Z
E号
及

7

ァ
Y

ツ
工
業
家
圃
睦
等
が
協
力
し
た
の
で
あ
っ
て
、
ぞ
の
資
本
金
は

Z
1
A
 

二
百
高
U
で
あ
る
が
、
各
百
川
宛
の
二
高
株
に
分
た
れ
、
其
の
内
八
千
株
は
A
綾
と
し
、
他
の
一
高
二
千
株
は
B

級
と
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
A
扱
の
株
は
フ
ァ
Y

ツ
グ
ラ
イ
ス
地
方
聞
瞳
町
内
一
∞
mmEm--丘
町
可

E
N
及
ク
ラ
イ
ス
直
接

都
市
等
の
公
法
的
関
瞳
の
手
中
に
麗
し
、

B
紐
の
株
一
高
二
千
株
の
中
二
千
株
は
信
用
銀
行
及
バ
イ

z
y
ン
州
立

銀
行
に
、
麗
り
の
一
高
株
は
受
信
者
に
麗
す
る
。
而
し
て
公
法
的
園
睦
b
d
じ
て
銀
行
の
業
務
執
行
に
特
別
の
勢
力

を
得
せ
し
め
ん
が
潟
め
に
、
公
法
的
閣
健
に
依
h
ノ
て
出
資
せ
ら
れ
た
融
資
本
金
の
2
一5
に
相
官
す
る
A
艇
の
腕
じ

は
了
五
の
表
決
権
が
賦
興
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
A
粧
の
株
は
八
千
株
な
る
に
も
拘
ら
子
、
B
級
の
一
高
二
千

株
I
C
同
一
①
表
快
機
を
宿
す
る
事
と
な
る
。
更
に
債
権
者
た
る
権
利
並
に
ア
ァ

Y

ツ
の
鰹
梼
利
害
を
保
護
す
る
清

め
に
、
経
済
銀
行
は
州
に
麗
し
、
業
の
監
督
は
州
政
府
の
定
め
た
る
州
委
員
に
依
つ
て
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て

州
委
員
は
何
時
で
も
銀
行
の
書
類
を
検
査
し
、
又
は
凡
て
の
業
務
に
闘
し
て
報
告
の
提
出
を
要
求
す
る
事
が
出
来

る。
フ
ア
山
戸
ヅ
麗
梼
銀
行
の
機
関
は
締
曾
、
監
事
舎
及
理
事
舎
で
あ
っ
て
、
監
事
曾
と
並
ん
で
前
監
事
曾
の
竿
教
か

ら
遺
ば
れ
た
所
謂
常
務
委
員
舎
目
。

m
g
Eロ
門
町
民
吉
正
常
問
。

B
E
E
S
が
存
在
す
る
。
此
の
委
員
舎
は
銀
行
が
資

金
を
調
達
す
る
場
合
及
そ
れ
に
閲
す
る
一
切
の
事
務
決
定
、
債
務
者
給
付
の
決
定
及
土
地
の
買
入
及
貰
却
に
際
し

て
監
事
舎
k
協
力
す
る
。
此
の
如
く
経
済
銀
行
は
ザ
ク
セ
ン
抵
営
謹
券
品
目
行
機
闘
に
倣
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
更
に

叉
ザ
ク
セ
ン
抵
嘗
聾
券
費
行
機
闘
が
人
格
的
に
ザ
ク
セ
ン
州
立
銀
行
に
依
っ
て
支
配
せ
ら
る
る
様
に
、
比
の
銀
行

溺
選
中
小
工
業
金
融
機
関
と
し
て
の
宮
島
E
E
E
n
gロ

第
三
十
二
巻

五
四
九

第

披

五



濁
逸
中
小
工
業
金
融
機
関
と
し
て
白

H
E
g
z
a与
え
円

第
三
十
二
巻

五
五

O

第
三
斌

一
一
六

に
於
て
も
亦
プ
ァ

Y

ツ
不
動
産
抵
営
銀
行
に
依
り
て
業
務
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
之
に
依
っ
て
見
れ
ば
、
プ
ァ

Y

ツ

経
済
銀
行
は
在
法
的
機
関
と
し
て
存
在
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
公
法
的
闇
鰻
L
」
の
関
係
密
接
に
し
て
、
業
の
最
重

な
る
監
督
を
蒙
り
、
公
法
的
機
関
'
と
し
て
の
色
彩
が
頗
る
濃
厚
で
あ
る
。

フ
ア
山
川
ヅ
鰹
擁
銀
行
は
其
の
活
動
に
必
要
な
る
賞
金
の
調
蓮
を
、
抑
込
費
本
金
の
十
倍
に
制
限
せ
ら
れ
て
ゐ
る

か
ら
、
従
っ
て
ず
グ
セ
ン
抵
営
誼
券
後
行
機
闘
の
加
さ
、
活
援
な
る
活
動
を
期
待
す
る
事
は
出
来
な
い
。
銀
行
は

初
め
貸
付
に
要
す
る
資
金
を
外
闘
で
長
期
債
券
の
起
債
仁
依
っ
て
調
達
せ
ん
と
し
に
が
、
プ
ァ
Y

ッ
・
ク
ラ
イ
ス
は

槍
杭
カ
は
有
す
る
が
固
有
の
財
産
な
く
、
イ
パ
・

2

Y
ン
州
以
粧
掛
銀
行
の
俄
務
に
謝
し
て
外
闘
に
併
設
営
興
へ
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
此
の
外
債
営
起
債
せ
ん
と
す
る
試
み
は
失
敗
に
臨
し
た
。
従
っ
て
第
二
の
方
法
と
し
て

バ
イ
ヱ

Y

ン
州
は
濁
逸
共
和
国

(HE♀
)
に
劃
し
て
経
済
銀
行
を
保
謹
し
、
-
ブ
イ
ヒ
か
ら
中
間
信
用

N
三五回
2
1

M

、
.

f

一
q
a
R
と
し
て
一
千
五
百
高
n
L
e
M
A

』
ハ
イ

3

F

シ
列
の
手
を
通
じ
て
軽
焼
銀
行
に
供
給
せ
ら
れ
る
事
と
な
っ
て

S

1

r
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ゐ
る
。
此
の
一
千
五
百
高
引
の
中
一
千
高
引
は
二
ヶ
年
即
ち
い
九
二
八
年
四
月
一
日
が
期
限
で
あ
る
が
、
後
に
屡

々
延
期
す
る
事
が
そ
己
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
麗
り
の
五
百
寓
U
は
五
ヶ
年
郎
ち
一
九
コ
二
年
四
月
一
日
に
満
期
と

な
る
。
此
の
加
〈
バ

4

イ
ヱ

Y

ン
は
経
済
銀
行
に
劃
し
て
或
積
の
保
謹
を
奥
へ
て
ゐ
る
か
ら
、
前
越
の
如
く
銀
行
に

封
し
て
厳
重
な
る
監
督
を
な
し
、
資
金
の
貸
付
に
際
し
て
一
定
の
健
件
を
加
へ
、
殊
じ
銀
行
を
し
て
其
の
自
己
資

本
に
依
っ
て
損
失
を
保
謹
す
る
事
を
要
求
し
て
ゐ
る
。

貸
付
は
原
則
と
し
て
第
一
抵
営
の
不
動
産
に
費
し
て
許
さ
れ
る
が
、
抵
営
貸
付
の
割
合
は
銀
行
が
認
め
た
不
動

産
債
値
の
三

O
%を
超
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
此
の
場
合
不
動
産
は
原
則
と
し
て
プ
ア
戸
ツ
に
存
在
し
、
工
業
に



使
用
せ
ら
る
る
も
の
な
る
事
を
要
す
る
が
、
そ
の
他
の
も
の
も
例
外
と
し
て
併
せ
採
用
す
る
事
が
あ
る
。
挺
営
貸

付
債
値
の
決
定
は
、
↓
土
地
、
之
に
臨
時
的
の
水
力
の
債
倍
、
コ
建
物
の
債
に
基
い
て
な
さ
れ
る
。
不
動
産
に
附

属
す
る
機
械
の
債
値
は
(
潤
鴬
な
る
控
怖
を
な
し
で
)
此
の
評
債
以
外
に
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
抵
営
貸
付
債
値
に

は
算
入
せ
ら
れ
な
い
。
抵
営
貸
付
債
値
は
不
動
産
の
牧
盆
債
値
に
依
る
と
共
に
、
実
の
責
却
債
値
に
依
っ
て
正
営

Z
1
A
 

に
決
定
せ
ら
れ
る
。
貸
付
は
最
慌
額
五
千
け
で
あ
っ
て
、
-
フ
イ
ヒ
よ
り
の
信
用
岡
山
2
与
を
え
尽
の
期
限
に
依
っ
て

二
年
或
は
五
年
間
非
解
約
的
で
輿
へ
ら
れ
る
。
二
高
川
以
上
の
貸
付
に
針
し
て
は
貸
付
委
員
曾

F
E
E品凶

}
S
E口一
2
2
の
同
志
伝
要
す
る
。
貸
付
委
員
曾
は
理
事
一
名
‘
組
合
の
怯
枠
顧
問
及
監
事
舎
か
ら
過
半
数
で
謹
ば

れ
た
三
名
の
名
血
管
職
の
委
員
か
ら
成
立
し
て
ゐ
る
。
然
し
州
の
金
融
的
利
害
の
代
表
者
た
る
州
委
員
或
ば
理
事
曾

の
決
議
に
反
し
て
貸
付
を
輿
ふ
る
事
は
出
来
な
い
。
理
事
舎
の
固
有
の
樫
限
に
依
っ
て
認
め
ら
れ
た
る
貸
付
は
、

其
の
衣
の
舎
合
に
於
て
貸
付
委
員
曾
に
報
告
す
る
事
を
要
す
る
O

M
 

信
用
需
要
額
は
ラ
イ
ヒ
よ
り
の
信
用
千
五
百
高
E
を
遺
か
に
超
過
す
る
有
様
で
あ
っ
た
か
ら
、
賞
金
は
可
成
り

Y
I
 

庁
11

語
か
に
交
付
せ
ら
れ
た
の
で
、
更
に
監
事
曾
の
決
議
に
依
っ
て
、
銀
行
の
資
本
金
か
ら
七
十
王
高
訓
を
信
用
需
要

の
充
足
に
向
け
る
こ
と
と
し
た
。
貸
付
に
封
す
る
利
率
は
最
初
は
七
・
玉
川
刊
に
し
て
、
更
に

0
・
五
%
の
危
険
料
を

ま
μ
の
経
管
費
の
一
部
分
を
受
信
者
に
附
加
し
て
ゐ
た
が
、
此
の
利
率
は
-
フ
イ
ヒ
ス
バ
ン
グ
の
割
引
利
率
に
仲
つ

て
麗
更
せ
ら
れ
、

一
九
二
七
年
三
月
に
は
、
債
務
者
の
負
捲
す
る
給
付
は
五
号
M
m
と
な
っ
て
ゐ
に
。
貸
付
は
一
度

限
り
の
費
用
分
権
額
内
C
印
円

S
E
E
m目
を
卒
均
約
二
2
%
差
引
き
、
向
受
信
者
の
借
入
金
額
の
六
2
3
列
営
控
除
し
て

交
付
せ
ら
れ
る
。
此
の
貸
付
金
額
の
六
喜

μ
は
之
に
相
営
す
る
銀
行
の
株
式
に
依
っ
て
渡
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

街
逸
中
小
工
業
金
融
機
関
と
し
て
の

F
舌
E
5
E
E
P

第
三
十
二
巻

五
互王

第

毅

七



濁
選
中
小
工
業
金
融
機
関
と
し
て
の

H
E
E片
岡
山
富
岳
急

第

競

一
一
八

第
三
十
二
巻

五
五

受
信
者
は
之
に
依
っ
て
銀
行
の
費
本
に
奉
加
し
、
間
接
的
に
銀
行
の
債
務
に
劃
す
る
連
帯
責
任
を
負
ふ
事
に
な
る

然
し
銀
行
の
費
本
金
に
封
し
て
は
剰
偉
の
中
か
ら
、
最
高
玉

μ
の
利
益
配
営
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
受
信

者
の
所
有
株
式
に
は
幾
分
の
配
営
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

銀
行
は
此
の
貸
付
金
の
六
音
%
を
供
託
金

宮
口
m
E
=回
目
白
と
し
で
銀
行
に
留
保
し
、
資
本
金
及
蹟
立
金
と
同
様
に
運
用
す
る
の
で
あ
る
。

危
険
料
か
ら
構
成
せ
ら
れ
た
積
立
金
問

E
E
m
g
は
ラ
イ
モ
の
信
用
に
依
る
貸
付
と
責
本
金
に
依
る
貸
付
と

に
艶
し
て
区
別
し
て
取
扱
は
れ
、
夫
々
此
の
二
種
の
貸
付
の
内
部
に
起
っ
た
損
失
の
充
足
に
用
ひ
ら
れ
る
。
前
識

の
供
託
金
は
積
立
金
に
次
い
で
第
一
一
次
的
に
資
本
金
に
依
る
貸
付
の
損
失
補
償
に
備
へ
ら
れ
る
の
C
Lの
つ

τ、日ア

イ
ヒ
の
信
用
に
依
る
貸
付
の
内
部
に
起
っ
た
損
失
の
補
償
に
は
充
営
す
る
事
を
許
さ
れ
な
い
。
而
し
て
資
本
金
に

依
る
貸
付
金
が
返
還
せ
ら
る
る
場
合
に
は
、
此
の
供
託
金
に
し
て
損
失
補
償
に
用
ひ
ら
れ
な
か
っ
た
部
分
は
、
其

の
貸
付
金
額
に
臆
じ
て
受
信
者
に
掛
戻
き
れ
る
。
経
梼
銀
行
の
清
算
に
際
し
て
は
、
ラ
イ
ヒ
の
信
用
に
依
る
受
信

z
z
g『一巾
l

者
の
特
別
給
付
に
依
つ
て
な
る
積
立
金
は
、
清
算
蛍
時
株
式
を
所
有
せ
る
株
主
に
分
配
せ
ら
れ
る
。
他
方
資
本
金

に
依
る
貸
付
の
積
立
金
は
其
の
受
信
者
に
分
配
せ
ら
る
る
の
み
な
ら
示
、
此
の
種
の
受
信
者
は
供
託
金
を
其
の
賢

際
上
の
給
付
額
迄
分
配
せ
ら
れ
る
。
前
過
剰
額
並
に
舎
祉
に
依
っ
て
買
戻
さ
れ
た
株
に
相
営
し
て
銀
行
に
分
配
せ

ら
れ
た
財
産
は
、
ア
ア
U
F

ツ
の
中
小
工
業
及
手
工
業
の
刺
盆
に
運
用
せ
ら
る
る
矯
め
に
、
ア
ア
U
F

ッ
嘗
局
に
踊
麗

す
る
。ニ

ロ
一
白
同
月
色
仲
間
川

2
0出
回
目
=
目

nr向
洋

己

目

目

白

冨

Z
Z
E
g
u
n
}回
目
口
同
コ
巳
己
印
門
門
戸
内
目
・
。
・

5
・

σ
-
E
-

吋，

r
s
ュ=mmD
に
於
て
も
工
業
の
長
期
信
用
需
要
の
大
部
分
は
工
業
金
融
組
合
に
依
っ
て
充
是
せ
ら
れ
て
ゐ
ろ
。

Lindner， Dic Realkreditversorgung der mitteleren tmd klei.nen Industrie nach 
der Wahrungserneuerung s. 59=-61; Rodz~bor， <¥V. ~.， ])as Problem des la~g~~ 
fri~ti Q'en 1王τedit:;fur die mhtere und ldeinere 11[}du~trie. s. 10.牛ー-110; DaL 
berg，ODer indu，trielle Realkredit in Deutschlamt 5oi! 1924 (Jahrbuch (ur 
Rodenkredit 1928) s. 177-178. 
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中
部
濁
逸
工
業
組
合
口
己
〈
2
E
E
己

2
・
5
青
瓦
EZnrm-ニ
ロ
岳
山
門
『
庁
内
・
〈
は

7CFZE--2岳
山
岸
の
精
紳
に
基

く
自
助
的
機
関

ω
巾=)島一一
P
O
『
m
E一E
-
o
z
h
L
る
中
部
濁
逸
工
業
信
用
組
合
企
設
立
し
、
之
に
依
っ
て
英
の
工
業
上

の
長
期
信
用
営
供
給
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
の
中
部
濁
逸
工
業
信
用
組
合
に
は
其
の
前
身
と
し
て
金
信
用
銀
行
巴
四

国

E
r
-
-「の
D
Z
E
E
-門〉

l
p
及
そ
の
後
継
者
た
る
チ
ュ

1
9
Y
グ
γ
州
立
不
明
産
抵
営
銀
行
宮
町

H
U
E
ロ
m
-
R
Z

F
S常
任
可
志
向
げ
井
出
口

g
昇
〉
-
ー
の
・
念
暴
げ
る
事
が
出
来
る
。
一
九
二
一
一
一
年
に
設
立
せ
ら
れ
に
金
信
用
銀
行
は
テ
ュ

1
y
ン
グ
ン
州
立
銀
行
巴
巾
吋
宮
門
~
晶

5
Z
叩

g
σ
g昇
及
濁
逸
不
動
産
抵
嘗
銀
行
聯
盟
の
組
合
銀
行
と
密
接
な

る
ジ
ン
ヂ
ヲ

l
ト
を
作
h
ノ
、
チ
ュ

1
y
ン
グ
ン
工
業
の
長
期
信
用
供
給
に
多
大
の
思
恵
を
施
し
て
ゐ
に
。
一
九
二

四
年
に
は
ヂ
ュ

l
F
〆
ゲ

μ
州
立
不
動
産
慌
皆
銀
行
炉
設
立
せ
ら
れ
、
八
分
利
付
の
金
債
符
印
、
2
1円
5
2口

を
袋
行
し
た
猫
逸
最
初
の
不
動
産
信
用
機
関
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
の
債
券
は

。c一ι
u
n
F
E
一円山田円}耳目』
σ=
ロ
mm口

最
初
は
責
行
不
良
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
四
年
の
後
宇
に
は
経
済
賦
態
が
幾
分
良
く
な
る
と
共
に
、
買
行
色
次
第

に
活
漉
と
な
り
、
金
債
券
に
費
す
る
需
要
は
著
し
く
噴
加
し
た
。
然
し
一
九
二
五
年
に
は
金
融
難
は
一
層
深
刻
を

極
め
、
短
期
信
用
は
困
難
に
陥
っ
た
の
で
、
中
小
工
業
は
業
の
短
期
信
用
を
長
期
信
用
に
依
っ
て
怖
は
ん
と
欲
し

長
期
信
用
の
需
要
は
激
増
し
た
が
、
之
等
の
需
要
は
到
底
完
全
に
満
た
さ
る
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
州
立
不

動
産
抵
営
銀
行
は
一
九
二
五
年
の
後
竿
に
於
て
、
従
来
の
金
債
券
取
攻
行
の
外
に
、
更
に
抵
営
誇
券
の
袋
行
を
行
ひ

以
て
中
小
工
業
の
長
期
信
用
供
給
に
相
官
の
貢
献
を
な
し
て
ゐ
た
が
、
チ
ュ

l
y
ン
グ
ン
工
業
の
需
要
の
大
部
分

は
到
底
満
た
さ
る
る
由
色
な
か
っ
た
。
元
来
チ
ュ
!
?
ン
グ
ン
の
工
業
は
葉
の
性
質
が
ザ
グ
セ
ン
と
著
し
〈
類
似

し
、
加
工
工
業
が
そ
の
大
部
分
で
あ
っ
て
、
中
小
工
業
は
頗
る
重
要
な
る
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
中
部
濁

荷
進
中
小
工
業
金
融
機
関
と
し
て
の

H
E
E
E
E各
釦
コ

第
三
十
二
巻

五
五
三

第

披

九



濁
逸
中
小
工
業
金
融
機
関
胃
と
し
て
の
同
五
百
三
日
岳
民
向

第
三
十
二
巻

五
五
四

第

競

O 

逸
工
業
組
合
は
其
の
金
融
難
を
緩
和
せ
ん
と
欲
し
、
ザ
ク
セ
シ
の

工
業
に
封
す
る
長
期
信
用
機
関
与
乞
設
立
す
る
に
至
っ
た
。
之
即
ち
己
可
欠
完
全
門
m
g
g
R
E岳
山
骨
《

H
R
E
Z
E
2

gnrmpHロ仏
E
E
m

叩・。
-E-
ず

-
Z

で
あ
っ
て
、

HZLZ印
E
m
m
n
E
P
の
例
に
倣
っ
て
、
新
に
中
小

一
九
二
大
年
七
月
以
来
中
小
工
業
に
劃
す
る
貸
付
は
、
テ

2

1
3
ン
グ
ン
州
立
不
動
産
抵
営
銀
行
よ
り
直
接
に
行
は
る
事
な
く
.
此
の
中
部
濁
逸
工
業
信
用
組
合
の
手
を
通
じ

て
行
は
れ
る
様
に
な
っ
た
。

中
部
調
逸
工
業
信
用
組
合
は
一
九
三
六
年
二
月
中
部
濁
逸
工
業
組
合
に
依
っ
て
設
立
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
目
的
は
信
用
組
合
の
組
合
員
ド
不
動
産
慌
常
信
用
授
輿
に
要
す
る
資
金
な
調
注
ず
ふ
に
あ
ぷ
〈
第
二
傑
)
コ
信
用

組
合
の
資
金
調
達
は
ず
ク
セ
ン
の
例
に
倣
っ
て
、
外
国
市
場
に
於
て
起
債
せ
ん
と
欲
し
た
が
、
此
の
試
み
は
失
敗

に
蹄
し
、
全
く
園
内
市
場
に
制
約
せ
ら
る
る
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。
而
し
て
信
用
組
合
が
貸
付
に
必
要
と
す
る

貴
金
は
、
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
ン
州
立
銀
行
と
蓮
絡
を
取
っ
て
、
州
立
不
動
産
祇
営
銀
行
ぞ
し
て
調
達
せ
し
め
る
の
で

あ
っ
て
、
州
立
不
動
産
抵
営
銀
行
は
自
ら
眠
嘗
謹
券
を
後
行
す
る
か
、
或
は

czaEロ
r
g
N日
ロ
門
戸
}
刊
の
工
業
債

券

E
E喜一
m
g
E
F
m
に
閥
輿
し
て
調
達
す
る
。
此
の
貴
金
は
信
用
組
合
を
通
じ
て
中
小
工
業
者
に
貸
出
さ
れ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
信
用
組
合
の
資
金
調
達
の
方
法
は
間
接
的
で
あ
る
。
州
立
不
産
動
抵
営
銀
行
は
権
保
と
し

て
、
不
動
産
の
第
一
抵
営
の
外
に
併
有
限
蓮
帯
責
任
を
求
め
る
の
で
あ
っ
て
、
信
用
組
合
は
先
づ
組
合
員
に
貸
興

せ
ら
れ
る
べ
き
信
用
並
に
之
に
封
し
て
提
供
せ
ら
れ
る
る
権
保
を
検
査
し
、
貸
付
が
確
買
で
あ
る
と
云
ふ
事
に
封

し
て
、
開
係
者
が
蓮
帯
責
任
を
負
ふ
。
州
立
不
動
産
抵
営
銀
行
は
更
に
信
用
額
及
擦
保
を
調
立
し
て
検
査
し
、
個

々
の
場
合
に
於
て
貸
付
を
拒
絶
す
る
権
利
を
有
し
て
ゐ
る
。



信
用
組
合
の
貸
付
は
組
合
員
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
。
信
用
組
合
の
組
合
員
土
る
も
の
は
ヲ
イ
マ

l
y
の
中
部
猫
逸

工
業
組
合
の
組
合
員
に
し
て
、
そ
の
出
資
義
務
を
完
全
に
履
行
し
た
る
も
の
な
る
事
ぞ
要
す
る
。
組
合
員
は
理
事

の
加
入
決
定
に
依
っ
て
組
合
員
た
る
の
身
分
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
が
、
若
し
理
事
舎
が
拒
絶
し
た
場
合
に
は
総

曾
の
決
議
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
組
合
加
入
が
宣
言
せ
ら
れ
亡
場
合
に
は
、
組
合
員
は
其
の
獲
得
し
た
持
分
権

の
1
町
営
榔
込
み
、
且
綿
曾
で
決
定
し
た
加
入
金
を
納
付
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
最
後
に
各
組
合
員
は
一
定
の
責
任
額

t

s

t

 

を
限
度
と
し
て
連
帯
責
任
を
負
ふ
。
各
組
合
員
の
一
持
分
樺
は
百
川
で
め
っ
て
、
借
受
け
た
信
用
が
各
五
千
引
に

達
ず
る
停
に
一
一
持
分
権
を
所
有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
其
の
蓮
帯
責
任
ほ
一
持
分
権
毎
に
五
百
川
で
あ
る
。
自
由
意
思

に
依
る
脱
退
は
輩
に
ゆ
J

く
と
も
一
年
以
前
に
文
書
公
以
て
灘
小
口
寸
ぷ
事
に
依
っ
て
、
一
替
業
年
度
の
格
h
に
於
で

許
き
れ
る
。
組
合
員
の
除
名
放
に
新
加
入
者
の
決
定
は
現
存
組
合
員
の
ま
の
多
数
決
に
依
つ
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
除
名
は
理
事
舎
、
監
事
舎
及
信
用
組
合
の
ま
以
上
組
合
員
の
後
議
に
依
っ
て
、
次
の
如
き
場
合
に
な
3
れ
る

一
、
組
合
定
款
に
定
め
ら
れ
た
義
務
或
は
信
用
組
合
に
封
し
て
定
め
ら
れ
た
る
そ
の
他
の
義
務
不
履
行
の
場

、''F日

二
、
信
用
組
合
に
罰
し
て
損
害
を
加
へ
、
或
は
そ
の
目
的
に
封
し
て
侵
害
を
な
し
七
る
場
合

三
、
組
合
員
が
借
受
け
た
貸
付
の
返
還
に
閲
し
て
裁
判
上
の
訴
訟
を
受
け
た
場
合

四
、
支
掛
不
能
、
破
産
開
始
或
は
業
務
監
督
の
蕗
罰
に
陥
つ
に
場
合

玉
、
岳
民
樫
喪
失
の
場
合

更
に
向
除
名
は
組
合
加
入
の
前
提
に
膳
じ
て
決
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
信
用
組
合
の
組
合
員
が
、
中
部
濁
逸

濁
逸
中
小
工
業
金
融
機
関
と
し
て
の

H
E
E
E
E岳
民
計

第
三
十
ニ
巻

五
五
五

第
三
披



燭
逸
中
小
工
業
金
融
機
関
と
し
て
白

HEmSHEn-zp

第
三
十
二
巻

主
五
六

第
三
務

一
一一一

工
業
組
合
の
組
合
員
た
る
の
身
分
を
放
棄
し
、
又
は
喪
失
す
る
事
に
依
っ
て
営
然
信
用
組
合
か
ら
除
名
せ
ら
れ
る

組
合
員
が
信
用
組
合
を
股
退
し
、
又
は
除
名
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
は
、
其
後
L

ハ
ヶ
月
の
期
間
内
に
於
て
、
輿
へ
ら

れ
た
る
貸
付
或
は
仲
介
せ
ら
れ
た
信
用
を
返
還
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
義
務
が
あ
る
。

貸
付
は
原
則
と
し
て
信
用
組
合
の
組
合
員
に
封
す
る
不
動
産
抵
営
貸
付
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
組
合
員
は
ミ

ュ
ン
デ
戸
ヂ
ッ
へ
U
F

の
特
樫
め
る
金
不
動
産
抵
営
コ
E
H丘
町
]
山
田
町
宮
お
の
C
}
昏
弓
♀
室
内
日
戸
を
提
供
し
て
貸
付
を
許
さ

れ
る
の
然
し
例
外
と
し
て
監
事
曾
の
同
意
め
る
時
は
、
慮
分
し
得
ぺ
き
資
金
の

1
一
日
以
内
の
一
限
度
に
於
て
‘
不
動
産

以
外
の
櫓
保
に
対
し
て
も
貸
付
子
行
ふ
事
が
許
さ
州
い
て
ゐ
る
肘
-
u

此
の
樺
の
貸
竹
は
未
だ
析
は
れ
に
事
が
な
い
。

更
に
信
用
組
合
の
貸
付
は
主
と
し
て
設
備
信
用

H
2
2
E
g
m
T巾
書
室
主
に
費
し
て
奥
へ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

特
に
鰹
轡
盤
夏
蟻
張
の
震
に
資
金
の
必
要
を
戚
守
る
が
如
き
場
合
に
は
之
を
援
助
す
る
。
此
の
場
合
に
於
て
は
哀

の
計
蓋
せ
ら
れ
た
鰹
替
晴
張
が
外
来
資
金
に
仰
ぐ
を
正
営
と
す
る
か
否
か
、
又
凡
ゆ
る
朕
態
に
於
て
牧
益
性
が
確

買
で
あ
る
か
否
か
を
精
確
に
検
査
す
る
。
又
初
め
て
計
査
せ
ら
れ
た
企
業
の
資
金
需
要
に
封
し
て
は
特
に
慎
重
な

る
注
意
が
挽
は
れ
る
。
か
く
の
如
く
信
用
組
合
の
貸
付
は
設
備
信
用
を
原
則
と
ず
る
け
れ
ど
色
、
経
緯
白
信
用

伊
豆
町
σ
島
日
告
も
亦
長
期
信
用
と
し
て
詐
さ
れ
る
事
が
あ
る
。

組
合
員
が
組
合
か
ら
奥
へ
ら
れ
る
信
用
の
前
提
と
し
て
提
出
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
権
保
に
就
い
て
は
特
殊
の
開
心
を

畳
え
る
。
貸
付
の
割
合
は
敷
字
的
に
確
定
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
け
れ
ど
も
、
原
則
と
し
て
貸
付
額
は
破
産
の
場
合
に

器
保
か
ら
常
に
取
得
し
得
ぺ
き
額
よ
り
多
額
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
貸
付
割
合
は
一
般
に
戟
前

債
値
の
二

O
%
で
あ
る
が
、
併
し
現
在
の
土
地
買
却
償
額
の
六

O
%
以
下
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
賓
際
上
に
於
て
は



個
々
の
貸
付
を
需
要
す
る
企
業
の
換
債
値
が
著
し
く
異
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
以
上
の
数
字
と
は
自
ら
遠
か
つ
て
ゐ
る

事
が
多
い
。
企
業
経
笹
の
牧
盆
性
の
検
査
は
最
も
困
難
な
所
で
ゐ
る
が
、
然
し
又
同
時
に
信
用
組
令
と
し
て
は
最

も
重
要
な
る
任
務
で
あ
る
。
個
々
の
場
合
に
於
て
は
、
戦
前
中
或
は
通
貨
膨
脹
時
代
に
本
質
的
麗
化
が
行
は
れ
た

か
ら
、
戦
前
最
後
の
管
業
年
度
の
数
字
と
比
較
せ
ら
れ
る
。
併
し
特
殊
な
る
場
合
に
は
、
異
常
な
る
艇
梼
的
経
過

の
泊
め
に
そ
の
粧
替
扶
鵡
を
知
る
事
が
困
難
と
な
っ
た
時
代
の
管
業
成
靖
を
も
奉
考
と
す
る
場
合
が
め
る
。
個
々

の
貸
付
額
は
信
用
組
合
に
於
て
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
前
週
の
如
く
チ
ュ

1
9
Y
グ
シ
州
立
不
動
産
抵
営

銀
行
は
之
ぞ
検
査
す
る
権
利
ぞ
有
し
、
場
合
に
依
つ
て
は
貸
付
を
桓
絶
す
る
事
も
出
来
石
。
又
統
制
肱
督
を
一
層

閉
め
る
泊
め
に
、
別
に
F

広

l
y
y
グ
ン
州
立
信
託
監
査
株
式
合
枇
色
此
叶
U
U
E
u
m
R
V
に
じ
ロ
庶
民

J
U
2
5口合同三

河
口
〈

E
0
5
'〉
・
。
・
を
設
立
し
、
此
の
舎
一
祉
を
し
て
貸
付
企
業
を
常
に
監
督
せ
し
め
、
殊
に
奥
へ
ら
れ
た
信
用
が

正
営
な
る
方
法
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
か
否
か
、
及
び
権
保
炉
績
い
て
保
持
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
否
か
を
常
に
注
意
せ

し
め
て
ゐ
る
。
向
個
々
の
貸
付
に
於
て
は
此
の
物
的
措
保
の
外
に
附
加
的
権
保
と
し
て
、
公
共
園
睦
或
は
銀
行
の

骨
骨
を
要
求
し
、
之
に
依
っ
て
信
用
組
合
は
議
期
し
な
か
っ
た
損
失
に
備
へ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

信
用
組
合
の
機
関
と
し
て
は
先
づ
理
事
舎
を
翠
げ
る
事
が
出
来
る
。
信
用
組
合
は
理
事
舎
に
依
っ
て
代
表
せ
ら

れ
、
理
事
は
別
段
の
協
定
な
き
限
り
名
春
職
と
し
て
業
務
を
執
行
す
る
。
殊
に
失
の
如
き
重
要
問
題
に
閲
し
て
は

理
事
曾
と
協
議
し
て
決
定
を
輿
へ
る
。
即
ち
、
ト
業
務
執
行
の
根
本
方
針
、
に
特
別
支
出
、
一
己
紹
舎
の
決
定
せ
る

限
度
内
に
於
げ
る
起
債
、
伺
底
分
し
得
る
資
金
の
運
用
及
積
立
金
の
投
資
等
、
之
で
あ
る
。
而
し
て
理
事
は
信
用

組
令
の
損
失
に
到
し
て
組
合
に
個
人
的
に
一
連
帯
責
任
の
義
務
を
負
っ
て
ゐ
る
。
次
に
監
事
曾
は
緯
舎
に
依
っ
て
絶

濁
逸
中
小
工
業
金
融
機
関
と
し
て

D
F
L
5
E
E
舎
も

第
三
十
二
巻

五
五
七

第

軍主

ー

一一



濁
逸
中
小
工
業
金
融
機
関
と
し
で
白

HZZ喜一
E
岳
山
口

第

務

四

第
三
十
二
巻

五
五
八

調
多
数
を
以
て
選
ば
れ
に
任
期
二
年
の
三
人
以
上
の
監
事
を
以
て
成
立
す
る
つ
毎
年
監
事
の
三
分
の
一
は
退
職
し

新
し
く
選
奉
に
依
っ
て
補
充
せ
ら
れ
る
が
、
此
の
場
合
再
選
は
詐
さ
れ
て
ゐ
る
。
最
後
に
組
合
は
法
規
及
定
款
に

定
め
ら
れ
た
業
務
以
外
に
、
向
起
債
及
貸
付
の
最
高
限
度
を
決
定
し
、
各
組
合
員
に
濁
す
る
信
用
許
輿
の
最
高
限

度
を
決
定
す
る

ψ

各
組
合
員
は
業
の
持
八
万
曜
の
数
に
関
係
な
く
、
軍
に
一
投
票
樺
含
有
す
る
に
止
る
。
投
票
権
の

行
使
は
組
合
員
自
ら
行
ふ
か
、
或
は
其
の
法
律
上
の
代
理
人
に
依
っ
て
行
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
投
票
曜
を
第
三

者
に
譲
渡
す
る
事
は
許
き
れ
な
い
。
倫
信
用
組
合
に
は
ず
ク
セ

y
に
於
け
る
が
如
き
信
用
委
員
舎
の
存
在
し
な
い

事
主
主
主
戸
-
廃
ず
る
O

z
-
-
t
J
J
1
1
4
p
，
 

信
用
組
合
の
純
盆
は
次
の
如
く
分
配
せ
ら
れ
る
。
先
一
つ
積
立
金
が
最
後
の
貸
借
針
照
表
に
於
て
貸
出
さ
れ
た
る

信
用
許
奥
額
の
二

O
%
に
達
す
る
迄
は
、
純
益
の
一

O
μ
を
積
立
金
に
繰
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
後
綿
舎
の
決

定
に
依
っ
て
特
別
留
保
積
立
金

F
E
2
5円

一
向
叩

E
E
=
m
2
が
差
引
か
れ
、
更
に
蔑
像
せ
る
剰
俸
の
底
分
に
閲
し
て

は
穂
曾
が
決
定
伝
奥
へ
る
。
組
合
員
に
封
し
て
決
定
せ
ら
れ
た
る
利
盆
剰
憐
は
、
個
々
の
組
合
員
の
前
年
末
に
於

け
る
持
分
額
に
感
じ
て
分
配
せ
ら
れ
る
。
信
用
組
合
の
解
散
及
清
算
に
際
し
て
は
、
信
用
組
合
の
財
産
は
持
分
額

を
返
還
し
た
後
、
各
組
令
員
の
持
分
額
に
比
例
し
て
組
合
員
に
踊
属
す
る
(
詮
十
一
)

O

(註

+
)
H
2
2
V
E
Z
E
r
a
-円
は
〉
ロ
}
口
問
。
「
百
三
井
一
同
様
の
意
義
の
も
の
で
、

F
Z凶作
-5rz《
告
に
封
立
す
る
。
設
備
信
用
又
は
投
資
信
用
は
企

業
開
設
、
撰
張
、
即
ち
建
物
、
機
械
等
に
要
す
る
資
金
に
封
す
る
長
期
の
信
用
で
あ
っ
て
、
経
帥
官
信
用
は
企
業
の
運
韓
、
何
時
帥
宮
、
即
ち
製
品
販

賞
美
他
に
要
ナ
る
資
金
に
封
す
る
知
.
期
の
信
用
で
あ
る
。
従
う
て

F
E
ω
[
M
E
n
-
5
2

に
於
て
は
原
則
と
し
て
、
設
備
信
用
主
供
給
す
る
の
が

其
の
任
務
で
あ
る
。

(
註
+
ご
以
上
白
二
樹
立
的
機
関
目
貫
績
に
関
し
て
は
、
「
経
済
時
報
」
に
譲
り
た
い
と
思
ふ
。

2') Lindner， a. a. O. S・42-54: R:lClzibor， a. ::¥. O. S. 115---123; Dalberg， <l. a. 
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